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熊本地震の地震動の特徴や土木構造物，地盤および斜面崩壊などの被害状況が一冊に
－地震動の概要，熊本地震による被害を構造対象毎に詳述－

2016年熊本地震
被害調査報告書

土木学会の本

　土木学会地震工学委員会では，2016 年熊本地震の「前震」発生直後から，地震動の特
性や土木構造物，地盤および斜面崩壊などの被害状況について，組織的な活動による調査を
実施し，全容解明に努めてきました．調査研究はこれからも続きますが，本活動を通じて得ら
れた知見をとりまとめました．
　この報告書が，地震工学のさらなる発展に寄与し，将来および再び同様な地震被害が発生
しないような対策につながることを期待します．
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